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随時監査〔種子島中学校〕の結果に関する報告書 

 

１ 監査の対象   教育委員会（種子島中学校） 

 

２ 監査の事項 

  備品の管理状況（種子島中学校） 

３ 実地監査日程 

  平成３０年１２月２５日（火）（9:00～16:00） 

       〔対象学校〕種子島中学校 

        

４ 監査の手続 

   今回は、平成３０年１２月２５日１日間、種子島中学校のみを対象に随時監査（備

品監査）を実施した。 

今回の随時監査にあたっては、提出された書類（備品に関する調べ）に記載されて

いる物品が実際に配置されているか、備品に関する調べに記載されている事項が正確

であるのか、廃棄物品の取扱は適正に行われているか等の事項及び監査に付された備

品管理のうち、全備品について、現有数の確認及び廃棄物品を含めた管理の状況につ

いて監査を実施した。 

５ 監査の結果 

学校運営については、日頃より生徒の安心安全な環境作りに努められていることに

感謝申し上げるしだいであるが、以前から申しあげているとおり、備品は市民の財産

であり、その管理・運用には特段の配慮をもって、有効に活用しなければならないと

いう意識のもと、今後とも良好な管理に努められたい。 

さて、今回監査対象となった備品調書については、複数回にわたる資料の訂正や各

教室における書類と物品の確認不足等、今後改善の余地があると思われる事項が散見

されたので、今回監査において学校に改善を求める事項等、教育委員会として取組み

を今後検討して頂きたい事項等を踏まえ下記に示すこととする。 



   

○種子島中学校 

 １．備品に関する調べの訂正及び提出期限は２０１９年 1月３１日までとする。 

   ２．中学校統合時に各所から移管された備品が、現在の備品に関する調べでは不明とな

っている状態の物品がみられる。一方、現場の備品には移管時の管理シールが貼ら

れており、備品情報が分かる物品が散見された。移管時には適正な移管処理がなさ

れていたはずなので、備品台帳を再度確認のうえ資料訂正を行うこと。 

３．訂正書類の提出にあたっては、各教室別で確実に物品を確認し、名称・数量・単価・

取得年月日・保管場所の記載に正確性を期すこと。 

４．廃棄物品と現在使用されている物品との重複が無いよう整理し直すこと。 

        ５．過去のデータ等を元に再度整理を行い、個々の備品の履歴が廃棄時点まで分かるよ

うにすること。 

     6．現在同一備品としているものでも、明らかに形状等が違うものについては、再度分

割して備品登録をやり直すこと。 

７．現在備品登録外であっても、購入時に備品購入費で取得し、現在も使用しているも

のは再度備品登録すること。 

  ８．現在廃棄物品となっているが、まだ使用できる物品がないか再度確認し、使用で

きる物品があれば、保存場所を定め、学校・その他の箇所でいつでも使用できるよ

う整理すること。 

        ９．その他訂正時の注意事項として平成 30 年１１月 8 日付けで財産監理課長より指

示のあった作成要領に準じること。 

  10．現地監査時において、口頭により指示をされた事項についても、次回監査に向け、

改善等留意されたい。 

    

最後に、教育委員会所管課においては、日頃より学校施設管理について尽力頂いて

いることは承知するところであるが、今回監査においての要望事項を下記に示すこと

とする。 

１．種子島中学校に対し改善を要望した事項について、確実に履行できるよう指導・助

言・協力をお願いする。 

２．不要物品については、他の学校も含めて集中的に保管・管理し、相互に必要になっ

た場合有効活用できるような体制整備の検討をお願いする。 

３．備品管理については、他の各学校についても種子島中学校の様な事態が発生しない

よう、再度指導の徹底をお願いする。 

４．物品の廃棄手数料等の予算要求を行い、真に使用不能な物品については適正に廃棄

処理を行うこと。 

 


